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２０２４年１２月２５日 

日本原子力発電株式会社 

 

東海第二発電所 原子炉建屋２階北東側天井照明安定器の焦げ跡の確認について 

 

１．状況 

東海第二発電所は第２５回定期事業者検査中のところ，２０２３年１０月３１

日１０時０４分頃，原子炉建屋２階北東側（管理区域）の天井照明（以下，「当該照

明」という）を点検中※１の協力会社社員が，当該照明（蛍光灯）の安定器※２（以

下，「当該安定器」という）に焦げ跡らしきもの（煙や匂いはなかった）を発見した

ため，中央制御室の発電長に連絡した。このため発電長は１０時０６分に公設消防

に一般回線※３にて連絡（覚知時刻１０時０６分）するとともに，自衛消防隊が１０

時２０分に出動した。 

公設消防は，１０時２２分に発電所に到着（消防車１台，指揮車１台，サイレ

ン・赤色灯有）した。その後，現場確認を実施した公設消防により，１１時０７分

に火災と判断された。また，現場での発煙がないことから火災判断をした１１時 

０７分を鎮火時刻とする旨連絡を公設消防より受けた。 
※１：当該照明を含む照明回路の絶縁抵抗低下が確認されたことから，原因調査のため２０２３年

１０月１７日から電源を「切」とし点検を実施していた。 

※２：蛍光灯は蛍光管内の放電現象を利用して発光するが，安定器はこの放電現象を安定化させる

ために電流を一定に保つための装置。 

※３：当該照明の電源を点検のため「切」としていたこと及び現場の状況から進展性はないと判断

し，一般回線で連絡した。 

［添付資料－１，２］ 

 

２．原因 

２－１原因調査 

原因究明のため公設消防との合同調査も含め各種調査を実施し，判明した

結果を以下に示す。 

（１）当該照明について 

当該照明は１９７７年製で，運用開始以降安定器を含む当該照明器具を交

換していないことを確認した。また，当該照明は常時点灯する運用※４であり

現在まで使用を継続していた。なお，蛍光管は消耗品であり，これまでも適

宜交換してきている。 

また，至近の定期的な日常点検では２０２３年１０月３日に当該照明の点

灯状態に異常がないことを確認している。なお，前述のとおり照明回路調査

のため１０月１７日より電源「切」としていたことを確認した。 
※４：当該照明に個別のスイッチはなく，他の照明（蛍光灯）と同一回路に接続されているた

め，上流側電源を「切」としない限りは，通電される回路となっている。 

（２）当該照明の点検 

１）当該安定器の目視点検（安定器分解前） 

     当該安定器について目視点検を実施した結果は以下のとおり。 

・当該安定器表面に直径約４ｍｍの開孔が２か所あることを確認した。 

・この２か所の開孔間の外筒カバーが剥離しているとともに，当該箇所周囲

が黒く変色していることを確認した。 

・その他の箇所については，当該安定器に接続するケーブル類を含め有意な

破損，変形，亀裂等の異常がないことを確認した。 

これらの結果から，当該安定器の一部について発熱，溶融した可能性があ

る。 

 

別紙 
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   ２）当該安定器の目視点検（安定器分解後） 

     当該安定器を分解（切断）し目視点検を実施した結果は以下のとおり。 

    ・巻線の絶縁材に変色（黒色化）を確認した。 

・当該安定器に内蔵されたサーマルプロテクタ※５の一部が変色し（黒色

化），表面に直径約２ｍｍの開孔が１か所と，サーマルプロテクタと巻線を

接続する端子の位置に１か所の合計２か所の開孔を確認した。また，この

開孔の位置は安定器切断前に確認した当該安定器表面の開孔位置と一致す

ることを確認した。 

    ・その他の箇所については，有意な変色，溶融，異物混入等の異常がないこ

とを確認した。 

 これらの結果から，何らかの要因で当該安定器内部が異常発熱したことに

より巻線の絶縁材，及びサーマルプロテクタの一部を変色（黒色化）させる

とともに，サーマルプロテクタが開孔した可能性がある。 
※５：万一，安定器内部の温度が安全上許容できる範囲を超えた場合，電源を遮断する安全装

置。また，電源が切れ安定器の温度が下がると再び通電する仕組みを有している。 

（寸法：長さ約２０ｍｍ，幅約９ｍｍ,厚さ約５ｍｍ） 

   ３）当該安定器以外の当該照明器具の外観点検 

     当該安定器以外の当該照明器具（かさ，台座，蛍光管）について外観点検

を実施した結果は以下のとおり。 

・器具（かさ）の安定器側について，安定器表面の開孔位置と同じ位置に，

溶融物が付着したと思われる痕跡を確認した。また，蛍光管側にも，安定

器の開孔位置と同じ位置に，溶融物が付着したと思われる痕跡を確認し

た。 

・器具（台座，蛍光管）については，有意な破損，変形，変色等の異常がな

いことを確認した。 

これらの結果から，安定器の開孔部の溶融物が器具（かさ）に滴下した可

能性がある。 

［添付資料－３］ 

以上の点検結果から，当該安定器の内部が異常発熱したことにより，当該安定器

表面に焦げ跡を生じた可能性があることを確認した。 

 

（３）当該安定器が異常発熱に至る原因調査 

     上記「（２）当該照明の点検」に記載のとおり，当該安定器の焦げ跡は安定

器内部の異常発熱によるものと考えられることから，その要因について，以

下を抽出し，これらの調査を実施した。 

①経年劣化 

経年劣化により巻線を覆っている絶縁材の絶縁機能が低下し，巻線内部で

部分的な短絡（レアショート※６）が発生すると，通常以上の電流が流れ巻線

温度が上昇する。また，巻線温度の上昇は絶縁材の劣化を促進することか

ら，短絡箇所が拡大し当該安定器の異常発熱に至る可能性がある。 

 このため，当該安定器の製造年を確認したところ，１９７７年に製造された

もので，製造から４６年経過していることを確認した。このことから，経年劣

化が異常発熱の要因になった可能性は否定できない。 
※６：巻線は被覆で絶縁されているが，絶縁抵抗が小さくなり，部分的に短絡する現象を指す。 

②製造不良 

製造不良（初期不良）がある場合，当該安定器が異常発熱に至る可能性が

ある。 

このため，当該安定器の使用状況を確認したところ，１９７７年に製造さ

れ，照明器具と合わせて設置されたものであり，また２０２３年１０月３日

2



の定期的な日常点検において点灯状態に異常がなかったことを確認した。こ

のため，４０年以上継続して使用していたことが確認できたことから，製造

不良が異常発熱の要因とは考え難い。 

③過電圧 

当該照明の照明回路の入力電圧が定格電圧（２００Ｖ）より過剰に高かっ

た場合，当該安定器が異常発熱に至る可能性がある。 

このため，当該照明の回路電圧を確認したところ，判定基準値内であるこ

とを確認した。このことから，過電圧が異常発熱の要因とは考え難い。 

④過電流 

当該照明に過電流が流れた場合，当該安定器が異常発熱に至る可能性があ

る。 

このため，当該照明用ケーブルの状態を目視にて確認した結果，被覆の変

色，溶融等過電流が発生していたと思われる痕跡は確認されなかった。ま

た，当該安定器の電源回路用ＮＦＢ（ノーヒューズブレーカー：配線用しゃ

断器）は２０２３年１０月１７日に作業のため「切」としたが，その際に

「トリップ」作動はしていなかったことを確認したことから，過電流が異常

発熱の要因とは考え難い。 

⑤外部からの熱源の付着 

当該照明に外部から溶接等による溶融物が付着した場合，当該安定器が異

常発熱に至る可能性がある。 

このため，当該照明が取り付けられていた照明器具（台座，かさ）を確認

したところ，照明器具（かさ）に変色及び溶融物の付着痕跡を確認した。そ

の後，詳細に確認したところ，変色は安定器側（器具内部）が著しく，また

溶融物の付着痕跡は貫通していないことから，外部からの熱源の付着が異常

発熱の要因とは考え難い。 

⑥サーマルプロテクタの作動不良 

当該安定器には，巻線の温度上昇継続を防止するための安全装置としてサ

ーマルプロテクタが内蔵されており，これが作動不良となった場合には当該

安定器が異常発熱に至る可能性がある。 

このため，当該安定器の分解点検による目視確認の結果，巻線の絶縁材が

全体的に変色（黒色化）していることを確認した。 

このことから，サーマルプロテクタの作動不良が異常発熱の要因になった

可能性は否定できない。 

［添付資料－４］ 

 

２－２事象発生のメカニズム 

「２－１原因調査」の調査結果より，当該安定器に焦げ跡が発生したメカニズム

は以下のとおりと推定する。 

【① 長期使用に伴い当該安定器の経年劣化が進行】 

当該安定器は製造後４６年経過し経年劣化（絶縁材の絶縁機能低下）が進行

していた。 

↓ 

【② 経年劣化に伴い当該安定器内部の巻線が発熱】 

巻線絶縁材の絶縁機能が低下したことにより，巻線間の部分的な短絡（レア

ショート）が発生し巻線が発熱した。 

↓ 

【③ サーマルプロテクタ作動の繰り返し】 

上記②により当該安定器内部の巻線が発熱し，安全装置であるサーマルプロ

テクタが正常に作動し，照明への通電が遮断され，当該安定器内部の温度が低
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下すると，サーマルプロテクタが自動復帰し，当該照明が再点灯する。この作

動が繰り返された。 

↓ 

【④ サーマルプロテクタ作動不良】 

上記③によりサーマルプロテクタの電気接点に消耗・溶着等の不具合が発生し，

サーマルプロテクタが作動不良を起こした。 

↓ 

【⑤ 巻線及びサーマルプロテクタの異常発熱，変色，溶融】 

 サーマルプロテクタの作動不良により，巻線の温度上昇が継続し，それによ

り絶縁の劣化が促進され短絡（レアショート）箇所が拡大し，異常発熱した。

この状態が継続することにより巻線の絶縁材が全体的に変色した。また,その熱

によりサーマルプロテクタ及びその端子部が変色，溶融し,内部からの溶融物に

より当該安定器に焦げ跡及び開孔が発生した。 

［添付資料－５］ 

 

２－３事象の原因 

本事象の原因は以下のとおりと推定する。 

・当該安定器は，長期使用に伴う経年劣化により内部巻線が発熱し，これを

保護するサーマルプロテクタが作動し照明への通電を遮断していた。この

作動が繰り返されサーマルプロテクタに不具合が発生し作動不良になった

ことにより，当該安定器内部の巻線が異常発熱し，溶融，焦げ跡の発生に

至ったものと推定する。 

 

３．対策 

本事象を受け，以下の対策を講じる。 

当該照明と同様に長期間使用している照明については，ＬＥＤ照明に交換する方

針※７とするが，設置環境等によりＬＥＤ照明が使用できない場合には，新しい蛍光

灯（器具含む）に更新することとし，交換が完了するまでの間は使用停止し，仮設

照明等で対応する。  

また，高所・狭所等，操作や巡視業務を安全に実施するため，仮設照明への切替

が出来ず使用を継続する必要がある照明については，交換までの間，定期的なサー

モ測定にて異常がないことを確認するとともに，安全性向上対策工事完了までを目

途に交換を実施する。 

なお，照明設備について，使用期間３０年を超える前に交換することを点検計画

に反映し対応していく。 
※７：ＬＥＤ照明は安定器を有しておらず安定器の故障等による火災のリスクが低い。このため

火災防止の観点からも計画的にＬＥＤ照明への更新を進めてきた。 

 

４．その他講じた措置 

（１）緊急安全総点検の実施について 

    本事象を含め短期間に３件の火災※９を発生させてしまったことから，「これ

以上火災は絶対に起こしてはならない」という発電所長の強い意志のもと，以

下の緊急安全総点検を実施した。その結果，一部の機器で少量の塵埃の堆積等

はあったものの，火災に至るような可能性のある不具合はなかった。 

   １）安全に目視確認ができる電気品の点検 

以下のとおり，安全に目視ができる電気品の点検を実施した。なお，現

在維持管理に必要な電気機器他，隔離・分解点検を要する電気品について

も，今後計画的に点検を実施する。 
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    ・点検範囲：充電中の電気品を含め，感電のおそれがない範囲で目視確認で

きる電気品（例：外扉を開放した際，充電部が露出していない

分電盤，蛍光灯等）及び隔離・分解点検を実施せずに目視確認

できる電気品 

    ・点検期間：２０２３年１１月９日～２０２３年１２月１日 

    ・点検体制：原電社員直営 

    ・点検方法：外観点検（目視，異音，異臭等）やサーモグラフィー等を用い

た確認 

    ・点検項目：変色有無，水分・塵埃・異物等の有無，異音・異臭の有無 

２）仮設電源設備の総点検※１０ 

以下のとおり，仮設電源設備の総点検を実施した。 

    ・点検範囲：東海発電所及び東海第二発電所の全ての仮設電源 

    ・点検期間：２０２３年１１月１０日～２０２３年１１月２１日 

    ・点検体制：原電監理員立会のもと，電気取扱に係る有資格者が実施 

    ・点検方法：対象となる仮設電源の上流側電源を停電し，安全を確保し実施 

    ・点検項目：端子ゆるみ有無，水分・塵埃・異物等の有無，可燃物の有無 
 ※８： 10 月 31 日「東海第二発電所 原子炉建屋２階北東側天井安定器の焦げ跡の確認について」 

11 月 7 日「東海第二発電所 モルタル建屋１階 空気圧縮機からの発煙について」 

11 月 9 日「東海第二発電所 屋外照明用ブレーカーからの火花の確認について」 

※９：「東海第二発電所 屋外照明用ブレーカーからの火花の確認について」の原因調査においてブレ

ーカー端子部のゆるみが確認されたことから，端子部のゆるみ等が生じる可能性のある仮設

電源設備について緊急的に点検を実施することとした。なお，２０２４年度も８月に点検を

実施した。 

 

（２）火災の発生防止のための組織的な取り組み強化策について 

２０２２年度以降，電気火災事象を続けて発生させたことを踏まえ，改めて

全社的な視点も加え，組織風土の分析・評価により組織的問題点を抽出すると

ともに，発生した火災事象の共通要因や間接要因を調査し，電気火災に対する

機器点検の在り方について検討した以下の強化策を実施していく。 

１）リーダーシップによる改善の駆動力の発揮 

①防火方針の改正 

・あらゆる設備・機器に電気火災の発生リスクがあることを明示 

・日常の点検監視や適切な機器の使用方法が重要なリスク低減策である

ことの明確化 

［現在の取組状況］ 

 防火方針を改正し，あらゆる設備・機器に電気火災の発生リスクがあ

ることを明示することで防火意識の向上を図っており，今回火災を生

じた蛍光灯安定器についても火災の発生リスクがあることを認識して

いく。 

②全社統一的な防火責任所掌の明確化 

・全事業所の防火に係る運営方針の明確化 

・本店に新たに責任者を置き，防火に係る活動を全社間で連携 

［現在の取組状況］ 

本店に「統括防火担当」を配置し，合わせて職務を明確化すること

で，全事業所の防火に係る運営方針の明確化を図り，防火に係る活動

に統括防火担当が関与し，火災の発生リスクを低減させていく。 

２）改善への意識向上 

①透明性の高い情報発信を通じた社員の意識向上・緊張感の維持 

・社会の関心が高い情報を広く公表するための取り組みを行う 
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［現在の取組状況］ 

情報公開に関して基準を設定するとともにＨＰ上での情報公開に向け

た対応を行っており，これにより社員自らが，火災の発生防止に向け

た意識向上と緊張感の維持に努めていく。 

②防火に係る会議体の運営改善による意識・コミュニケーション向上 

・発電所で働く者それぞれが防火に対する意識を変え，自分事として捉

えた気付きを集約する取り組みを行う 

［現在の取組状況］ 

 火災防止活動を自分事としてとらえた気付きを集約する取り組みを行

っている。また，協力会社を含めた防火担当者間のコミュニケーショ

ン向上も図っていくことで，発電所で働く者それぞれが防火に対する

意識を高めていく。 

③より実効的な「対話」による緊張感・地域意識の向上維持 

・地域共生部門と発電所においてより実効的な対話を実施し，緊張感を

もった事業運営を行う 

［現在の取組状況］ 

地域共生部幹部，発電所幹部は，実効的な“対話”の機会を設ける等

地域意識の向上を図っており，これにより発電所員自らが，火災の発

生防止に向けた意識向上と緊張感の維持に努めていく。 

３）防火に係る点検計画の見直しと力量向上 

①発電所構内全ての電気設備の防火の観点での点検計画の策定と実施 

・電気設備の防火点検の計画策定と維持管理方法を設定する 

［現在の取組状況］ 

点検計画に基づく点検では防火の観点から不十分と考えられる設備を

抽出し，巡視点検を実施する。また，サーモグラフィーを使用した電

気火災を防止するための防火点検を実施しており，今回火災を生じた

蛍光灯安定器についても点検を行っていく。 

・仮設電源設備の停電点検の追加実施（年１回） 

［現在の取組状況］ 

仮設電源設備については，停電による点検を年 1回実施している。 

（今回の火災事象については仮設電源設備ではないことから非該当） 

・長期使用電気設備の保全方針の策定 

［現在の取組状況］ 

長期使用電気設備について使用履歴・保守履歴等を確認し，必要に応

じ，保全方針を追加策定することとしており，今回火災を生じた蛍光

灯安定器についても交換する方針としている。 

②電気設備の点検に係る力量向上 

・防火点検の基本事項のマニュアル化及び教育 

［現在の取組状況］ 

 電気設備における防火点検の基本的なチェックの視点についてマニュ

アル化等を行い，日常的な監視における早期の兆候発見のための力量

向上を図っていくことで火災の発生防止に努めていく。 

・現場での技術伝承 

［現在の取組状況］ 

 常に火災未然防止の意識を持てるような教育プログラムを策定し，火

災発生防止に寄与する電気設備の点検に係わる力量向上を図っていく

ことで火災の発生防止に努めていく。 

［添付資料－６］ 
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５．環境への影響 

本事象に伴う人身災害の発生及び周辺環境への影響はなく，モニタリングポスト

の指示値にも変動はなかった。 

［添付資料－７］ 

 

以 上 
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添付資料－１ 

 

東海第二発電所 原子炉建屋２階北東側当該照明の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該照明イメージ 当該安定器 

台座（金属製）

かさ（金属製）
蛍光管 

赤枠部に焦げ跡らしきものを確認 

当該安定器寸法 

横：約 200mm，縦：約 70mm，高さ：約 55mm 

横：約 200mm 

高さ：約 55mm 

縦：約 70mm 

原子炉建屋２階北東側当該照明設置場所 

 

矢印の先に当該照明が設置されているいる 
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添付資料－２ 

事象の経緯 

 

日  時 事  象 

2023年 10月 31日
9 時 55 分頃 

当該照明について，協力会社社員による点検を開始 

10 時 04 分頃 
当該照明を点検中の協力会社社員が，当該安定器に焦げ跡らしき

ものを発見し，中央制御室へ連絡 

10 時 06 分 
（覚知時刻） 

中央制御室より公設消防へ一般回線にて連絡 

10 時 20 分 自衛消防隊出動 

10 時 22 分 
公設消防到着 

（消防車 1 台，指揮車 1台 サイレン・赤色灯有） 

10 時 25 分 茨城県に状況連絡 

10 時 27 分 東海村に状況連絡 

11 時 07 分 公設消防が本事象は火災であると判断 

12 時 48 分 
公設消防より現場での発煙がないことから火災判断をした 11 時

07 分を鎮火時刻とする旨連絡を受けた 
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添付資料－３ 

（１／４） 
 

当該安定器の目視点検記録（分解前） 

目的 当該安定器について，目視点検を実施し，異常の有無を確認する。 

点検日 ２０２３年１１月１日 

点検内容 当該安定器について,破損，変形，亀裂等の異常を確認する。 

点検結果 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

当該安定器表面に直径約４ｍｍの開孔を２か所確認した。また，

２か所の開孔間の安定器外筒カバーが剥離しているとともに，当

該箇所周囲が黒く変色していることを確認した。この状況から，

当該安定器の一部について発熱，溶融した可能性がある。 

また，その他の箇所については，当該安定器に接続するケーブル

類を含め有意な破損，変形，亀裂等の異常がないことを確認し

た。 

備考 
 
－ 
 

 

 

直径約 4mm 

直径約 4mm 

10



 

当該安定器の目視点検記録（分解後） 

目的 当該安定器について，内部の異常の有無を確認する。 

点検日 
２０２３年１１月１日 
２０２３年１１月８日（公設消防との合同調査） 

点検内容 
当該安定器の内部状況について，変色，溶融，異物混入等の異常を確認す
る。 

点検結果 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切断部 A 

切断部 A 

切断部 B 

切断部 B 

巻線 

サーマルプロテクタ 

絶縁材 

（変色） 

巻線 

絶縁材 

（変色） 

サーマルプロテクタ 

当該安定器切断面詳細 
外筒カバー 

開孔① 開孔② 

(巻線部イメージ)

→事象発生後事象発生前←

絶縁材

巻線

絶縁材

(変色)

添付資料－３ 

（２／４） 
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当該安定器の巻線の絶縁材に変色（黒色化）を確認した。また，

当該安定器に内蔵されたサーマルプロテクタの一部が変色（黒色

化）し，表面に直径約２ｍｍの開孔１か所と，サーマルプロテク

タと巻線を接続する端子の位置に１か所の合計２か所の開孔を確

認した。この開孔の位置は安定器切断前に確認した当該安定器表

面の開孔位置と一致することを確認した。その他の部位ついて

は，有意な変色，溶融，異物混入等の異常がないことを確認し

た。 

備考 － 

 

サーマルプロテクタ 

変色、開孔① 

サーマルプロテクタ拡大 

（寸法：長さ約２０ｍｍ，幅約９ｍｍ,厚さ約５ｍｍ） 

開孔(約 2mm) 

約 9mm 

約 20mm

約 5mm 

外筒カバー分解後 

表面開孔位置内部に 

接続端子あり 

開孔① 開孔② 

添付資料－３ 

（３／４） 
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添付資料－３ 

（４／４） 

当該安定器以外の当該照明器具外観点検記録 

目的 
焦げ跡を確認した当該安定器以外の当該照明器具（かさ，台座，蛍光管）
の外観について，異常の有無を確認する。 

点検日 ２０２３年１１月１日 

点検内容 
当該安定器以外の当該照明器具（かさ，台座，蛍光管）について，破損，
変形，変色等外観の異常を確認する。 

点検結果 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

器具（かさ）の安定器側について，安定器の開孔位置と同じ位置

に，溶融物が付着したと思われる痕跡を確認した。また，蛍光管

側にも，安定器の開孔位置と同じ位置に溶融物が付着したと思わ

れる痕跡を確認した。 

器具（台座，蛍光管）については，有意な破損，変形，変色等の

異常がないことを確認した。 

以上の状況から，安定器の開孔部の溶融物が器具（かさ）に滴下

した可能性がある。 

 

備考 
 
－ 
 

 

 

器具（蛍光管） 

器具(台座) 

器具(かさ) 

かさ(安定器側) かさ(蛍光管側) 
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 要
因

分
析

評
価

添
付

資
料

サ
ー

マ
ル

プ
ロ

テ
ク

タ
の

作
動

不
良

当
該

安
定

器
に

は
，

巻
線

の
温

度
上

昇
継

続
を

防
止

す
る

た
め

の
安

全
装

置
と

し
て

サ
ー

マ
ル

プ
ロ

テ
ク

タ
が

内
蔵

さ
れ

て
お

り
，

こ
れ

が
作

動
不

良
と

な
っ

た
場

合
に

は
当

該
安

定
器

が
異

常
発

熱
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。
こ

の
た

め
，

当
該

安
定

器
の

分
解

点
検

に
よ

る
目

視
確

認
の

結
果

，
巻

線
の

絶
縁

材
が

全
体

的
に

変
色

（
黒

色
化

）
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
，

サ
ー

マ
ル

プ
ロ

テ
ク

タ
の

作
動

不
良

が
異

常
発

熱
の

要
因

に
な

っ
た

可
能

性
は

否
定

で
き

な
い

。

△
別

紙
６

外
部

か
ら

の
熱

源
の

付
着

当
該

照
明

に
外

部
か

ら
溶

接
等

に
よ

る
溶

融
物

が
付

着
し

た
場

合
，

当
該

安
定

器
が

異
常

発
熱

に
至

る
可

能
性

が
あ

る
。

こ
の

た
め

，
当

該
照

明
が

取
り

付
け

ら
れ

て
い

た
照

明
器

具
（
台

座
，

か
さ

）
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
，

照
明

器
具

（
か

さ
）
に

変
色

及
び

溶
融

物
の

付
着

痕
跡

を
確

認
し

た
。

そ
の

後
，

詳
細

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

，
変

色
は

安
定

器
側

（
器

具
内

部
）
が

著
し

く
，

ま
た

溶
融

物
の

付
着

痕
跡

は
貫

通
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

，
外

部
か

ら
の

熱
源

の
付

着
が

異
常

発
熱

の
要

因
と

は
考

え
難

い
。

×
別

紙
５

△
別

紙
１

別
紙

４

製
造

不
良

製
造

不
良

（
初

期
不

良
）
が

あ
る

場
合

，
当

該
安

定
器

が
異

常
発

熱
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。
こ

の
た

め
，

当
該

安
定

器
の

使
用

状
況

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

，
１

９
７

７
年

に
製

造
さ

れ
，

照
明

器
具

と
合

わ
せ

て
設

置
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
，

ま
た

２
０

２
３

年
１

０
月

３
日

の
定

期
的

な
日

常
点

検
に

お
い

て
点

灯
状

態
に

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
，

４
０

年
以

上
継

続
し

て
使

用
で

き
て

い
た

こ
と

が
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

，
製

造
不

良
が

異
常

発
熱

の
要

因
と

は
考

え
難

い
。

×
別

紙
２

過
電

流

当
該

照
明

に
過

電
流

が
流

れ
た

場
合

，
当

該
安

定
器

が
異

常
発

熱
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。
こ

の
た

め
，

当
該

照
明

用
ケ

ー
ブ

ル
の

状
態

を
目

視
に

て
確

認
し

た
結

果
，

被
覆

の
変

色
，

溶
融

等
過

電
流

が
発

生
し

て
い

た
と

思
わ

れ
る

痕
跡

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

ま
た

，
当

該
安

定
器

の
電

源
回

路
用

Ｎ
Ｆ

Ｂ
（
ノ

ー
ヒ

ュ
ー

ズ
ブ

レ
ー

カ
ー

：
配

線
用

し
ゃ

断
器

）
は

２
０

２
３

年
１

０
月

１
７

日
に

作
業

の
た

め
「
切

」
と

し
た

が
，

そ
の

際
に

「
ト

リ
ッ

プ
」
作

動
は

し
て

い
な

か
っ

た
こ

と
を

確
認

し
た

こ
と

か
ら

，
過

電
流

が
異

常
発

熱
の

要
因

と
は

考
え

難
い

。

×

過
電

圧

当
該

照
明

の
照

明
回

路
の

入
力

電
圧

が
定

格
電

圧
（
２

０
０

Ｖ
）
よ

り
過

剰
に

高
か

っ
た

場
合

，
当

該
安

定
器

が
異

常
発

熱
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。
こ

の
た

め
，

当
該

照
明

の
回

路
電

圧
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
，

判
定

基
準

値
内

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
，

過
電

圧
が

異
常

発
熱

の
要

因
と

は
考

え
難

い
。

×
別

紙
３

事
象

要
因

調
査

内
容

・
結

果

当
該

安
定

器
異

常
発

熱
経

年
劣

化

経
年

劣
化

に
よ

り
巻

線
を

覆
っ

て
い

る
絶

縁
材

の
絶

縁
機

能
が

低
下

し
，

巻
線

内
部

で
部

分
的

な
短

絡
（
レ

ア
シ

ョ
ー

ト
）
が

発
生

す
る

と
，

通
常

以
上

の
電

流
が

流
れ

巻
線

温
度

が
上

昇
す

る
。

ま
た

，
巻

線
温

度
の

上
昇

は
絶

縁
材

の
劣

化
を

促
進

す
る

こ
と

か
ら

，
短

絡
箇

所
が

拡
大

し
当

該
安

定
器

の
異

常
発

熱
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。
　

こ
の

た
め

，
当

該
安

定
器

の
製

造
年

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

，
１

９
７

７
年

に
製

造
さ

れ
た

も
の

で
，

製
造

か
ら

４
６

年
経

過
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
，

経
年

劣
化

が
異

常
発

熱
の

要
因

に
な

っ
た

可
能

性
は

否
定

で
き

な
い

。

添付資料－４
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添付資料－４ 

別紙１ 
 

 

安定器経年劣化確認結果 

目的 
安定器の製造年の確認を行い，経年劣化が本事象の要因となるかを確認す
る。 

確認日 ２０２３年１１月１日 

確認内容 当該安定器の製造年を銘板により確認する。 

確認結果 

当該安定器の製造年を確認したところ，１９７７年に製造されたもの

で，製造から４６年経過していることを確認した。このことから，経年

劣化が異常発熱の要因になった可能性は否定できない。 

 

 

備考 
 
－ 
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添付資料－４ 

別紙２ 

安定器製造不良確認結果 

目的 
当該安定器を含む当該照明の使用履歴の確認を行い，製造不良（初期不良）
が本事象の要因となるかを確認する。 

確認日 ２０２３年１１月１日 

確認内容 当該安定器を含む当該照明の点灯状態確認記録を確認する。 

確認結果 

当該安定器の使用状況を確認したところ，１９７７年に製造され，照明

器具と合わせて設置されたものであり，また２０２３年１０月３日の定

期的な日常点検において点灯状態に異常がなかったことを確認した。こ

のことから，４０年以上継続して使用していたことが確認できたことか

ら，製造不良が異常発熱の要因とは考え難い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 
 
－ 
 

 

当該照明設置箇所 点検結果異常なし 
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添付資料－４ 

別紙３ 

過電圧確認結果 

目的 照明電源電圧測定を実施し，過電圧が本事象の要因となるかを確認する。 

確認日 ２０２３年１１月２日 

確認内容 
電源元である照明分電盤（LP-215 CKT.14）にて、当該照明回路の電源電圧
測定を実施する。 

確認結果 

当該照明の回路電圧を確認したところ，判定基準値内であることを確認し

た。このことから，過電圧が異常発熱の要因とは考え難い。 

 

電源電圧測定結果 

対象 電圧値 判定基準 結果 備考 

LP-215 CKT.14 202.8V 220V 以下 良 － 

使用測定器：デジタルマルチメータ 

（型式：DT4224 校正有効期限：2024 年 4 月 24 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 
 
－ 
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添付資料－４ 

別紙４ 

過電流確認結果 

目的 
当該照明の照明回路のＮＦＢ及び当該照明用ケーブルの確認を行い，過電
流が本事象の要因となるかを確認する。 

確認日 ２０２３年１１月８日（公設消防との合同調査） 

確認内容 
当該照明用ケーブル状態及び上流電源ＮＦＢのトリップ作動の有無につ
いて目視にて確認を行う。 

確認結果 

当該照明用ケーブルの状態を目視にて確認した結果，被覆の変色，溶融

等過電流が発生していたと思われる痕跡は確認されなかった。また，当

該安定器の電源回路用ＮＦＢは２０２３年１０月１７日に作業のため

「切」としたが，その際に「トリップ」作動はしていなかったことを確

認したことから，過電流が異常発熱の要因とは考え難い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 
 
－ 
 

 

当該照明用ケーブル（当該安定器との接続状態） 
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添付資料－４ 

別紙５ 

外部からの熱源の付着確認結果 

目的 
当該安定器取付箇所周囲の状況を確認し，外部からの熱源の付着が本事象
の要因となるかを確認する。 

確認日 
２０２３年１１月１日 
２０２３年１１月８日 

確認内容 
当該安定器取付箇所周囲の当該照明器具の状態について，目視確認を行
う。 

確認結果 

当該照明が取り付けられていた照明器具（台座，かさ）を確認したところ，

照明器具（かさ）に変色及び直径約６ｍｍ程度の溶融物の付着痕跡を確認

した。その後，詳細に確認したところ，変色は安定器側（器具内部）が著

しく，また溶融物の付着痕跡は貫通していないことから，外部からの熱源

の付着が異常発熱の要因とは考え難い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

備考 
 
－ 
 

 

かさ(安定器側) かさ(蛍光管側) 

約６ｍｍ 
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添付資料－４ 

別紙６ 

サーマルプロテクタの作動不良確認結果 

目的 
サーマルプロテクタが作動不良となった場合，本事象の要因となるかを確
認する。 

確認日 ２０２３年１１月８日 

確認内容 サーマルプロテクタが作動不良となった可能性の有無を確認する。 

確認結果 

当該安定器の分解点検による目視確認の結果，巻線の絶縁材が全体的に

変色（黒色化）していることを確認した。 

このことから，サーマルプロテクタの作動不良が異常発熱の要因になっ

た可能性は否定できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 
 
－ 
 

 

当該安定器より取出した巻線部 

変色（黒色化）

した絶縁材 

粉体は変色（黒色

化）した絶縁材 
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火災の発生防止のための組織的な取り組み強化策の具体的な取り組み

具体的な取り組み状況 関連図番号

防火方針の改正 ・あらゆる設備・機器に電気火災の発生リスク
があることを明示
・日常の点検監視や適切な機器の使用方法が重
要なリスク低減策であることの明確化

【対策完了】
防火方針の改正を実施（2024年6月12日付）した。主な変更点は以下の通り。
・「発電設備のみならず一般設備において」火災が発生していることを冒頭に記載
することで，あらゆる設備・機器に電気火災の発生リスクがあることを明示した。
・日常業務における火災防止策の徹底として「基本動作の励行」，「機器・設備の
日常点検・巡視等」が電気火災をはじめとする火災発生の危険性の発見・除去につ
ながる旨を記載することで，日常の点検監視や適切な機器の使用方法が重要なリス
ク低減策であることを明確化した。

【１】

全社統一的な防火責任所掌の明確化 ・全事業所の防火に係る運営方針の明確化
・本店に新たに責任者を置き，防火に係る活動
を全社間で連携

【対策完了】
「防火規程(社規)」の改正を実施（2024年7月1日付）し，本店に「統括防火担当」
を配置することで，防火に係る活動について全社間で連携が取れる体制を構築し
た。合わせて「防火規程運用要項」の改正を実施（2024年7月1日付）し，「統括防
火担当」が行う職務を明確化することで，全事業所の防火に係る運営方針の明確化
を図った。

【２】

透明性の高い情報発信を通じた社員の
意識向上・緊張感の維持

・社会の関心が高い情報を広く公表するための
取り組みを行う

【試運用実施中，2024年度内に本運用開始予定】
情報公開に係わる規程「地域住民等とのコミュニケーションに係わる活動要領」の
改正を実施(2024年10月1日）し，情報公開に関して基準を設定するとともにＨＰ上
での情報公開に向け，現在試運用を実施している。試運用後，改善を踏まえた本運
用を予定している（2024年度内）

【３】

防火に係る会議体の運営改善による意
識・コミュニケーション向上

・発電所で働く者それぞれが防火に対する意識
を変え，自分事として捉えた気付きを集約する
取り組みを行う

【適宜実施中，継続見直し予定】
「防火部会運営要領」に基づき設置されている会議体において，協力会社からも気
付き事項や良好事例を紹介する場を設定することで『双方向コミュニケーション』
を意識し，会議にて共有された気付き事項や良好事例を各社で持ち帰って紹介して
もらうことで，発電所で働く人全員の防火に対する意識の向上を図る取り組みを実
施している。さらには火災防止活動を自分事としてとらえた気付きを集約する取り
組みも行っている。また，協力会社主体で実施していた防火パトロールに当社の防
火管理委員も参加することで，協力会社を含めた防火担当者間のコミュニケーショ
ン向上も図っている。

【４】

より実効的な「対話」による緊張感・
地域意識の向上維持

・地域共生部門と発電所においてより実効的な
対話を実施し，緊張感をもった事業運営を行う

【対策完了，継続実施】
「東海地区連絡会運営要領」に基づき，地域共生部幹部，発電所幹部は，月１回開
催している既往の「事業本部連絡会」を相互の業務の予実績確認に留めず，意見交
換の時間を増やす等，実効的な“対話”の機会となるよう改善した。また地域共生
部幹部は，発電所のＣＡＰ会議で地域共生部の取り組みについて発電所幹部へ説明
し，発電所幹部から所員へ周知することにより地域意識の向上を図っている。

【５】

【対策完了，継続実施】
サーモグラフィカメラを追加購入（20台）し，各室配布実施済。日常点検でもサー
モグラフィを用いて異常発熱有無を確認中。
なお，「防火管理要領」に基づき実施する「火災予防に関する自主検査」の項目に
「サーモグラフィによる異常発熱有無」の確認を追記（2024年12月末予定）するこ
とで，サーモグラフィを使用した電気火災を防止するための防火点検を明確化す
る。

【７】

・仮設電源設備の停電点検の追加実施（年１
回）

今回の火災事象については仮設電源設備ではないことから該当しない。
なお，仮設電源設備については，「防火計画」に基づき停電点検を年1回実施するこ
ととした（2024年度は8月実施済）。次年度以降も年1回の頻度で実施する。 【８】

・長期使用電気設備の保全方針の策定 【方針策定済，継続実施中】
照明設備について，使用期間30年を超えないで交換することを「点検計画作成手引
書」に基づき，点検計画に反映予定（2024年度内）。その他の長期使用電気設備に
ついても使用履歴・保守履歴等を確認し，必要に応じ，保全方針を追加策定する。 【９】

・防火点検の基本事項のマニュアル化及び教育 【対策実施中，継続実施】
防火点検の基本事項のマニュアル化へ必要な電気設備の基本的なチェックの視点に
ついては整理済み。「防火教育要領」に基づき，実施する一般火気取扱教育のテキ
ストの一部として点検用冊子（案）を2024年11月末までに作成する（所内レビュー
後運用予定（2024年度内運用開始予定））。また，一般火気取扱教育で使用する
「一般火気取扱教育テキスト」に火災の発生防止のための組織的な取り組み強化策
を追加する（改訂作業中（2024年11月末までに作成し，2024年度内に使用開始予
定））。

【10】

・現場での技術伝承 【方針策定済，実運用検討中】
現場での技術伝承を確実に実施するため，近年の火災事例や電気設備の基本的な
チェックの視点等を題材とし，常に火災未然防止の意識を持てるような教育プログ
ラムを「東海総合研修センター研修業務要領」に基づき策定する方針とし，具体的
な教育プログラムを策定中（2025年度運用開始予定）。現在すでに実施されている
教育プログラム（研修内容）も必要に応じ見直しを図る。

【11】

添付資料ー６（１／２）

（３）防火に係る点検計画の見直しと力量向上

火災の発生防止のための組織的な取り組み強化策

電気設備の点検に係る力量向上

発電所構内全ての電気設備の防火の観
点での点検計画の策定と実施

・電気設備（業務設備，発電設備，家電製品
等）の防火点検の計画策定と維持管理方法（塵
埃や湿潤環境の確認やサーモグラフィを使用し
た電気火災を防止するための防火点検）を設定
する

【方針策定済，点検実施中】
発電設備の電気設備について，点検計画に基づく点検では防火の観点から不十分と
考えられる設備について，対象設備の抽出を実施中（2024年度内予定）であり，
「施設管理の巡視点検実施要領」に基づき実施している巡視点検要領書に反映し，
策定後着実に点検を実施していく。
また，施設管理の巡視点検にて電気設備の外観点検を月毎に実施するとともに，巡
視点検時の電気設備の基本的なチェックの視点を再周知した。

（１）リーダーシップによる改善の駆動力の発揮

【６】

（２）改善への意識向上
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程

類
全

社
共

通
に

係
る

規
程

類

保
安

規
定

労
働

安
全

衛
生

法

消
防

法

原
子

炉
等

規
制

法

点
検

計
画

作
成

手
引

書

点
検

計
画

外
部

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

要
項

地
域

住
民

等
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
係

わ
る

活
動

要
領

施
設

の
点

検
計

画
の

管
理

方
法

等
を

定
め

た
も

の

地
域

住
民

等
と

の
外

部
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
情

報
公

開
等

に
つ

い
て

定
め

た
も

の
情

報
公

開

火
災

防
護

要
領

防
火

教
育

要
領

一
般

火
気

取
扱

教
育

の
実

施
を

規

定
し

た
も

の

東
海

地
区

連
絡

会
運

営

要
領

事
業

本
部

連
絡

会

組
織

権
限

規
程

会
社

法

東
海

地
区

各
事

業
所

間
の

情

報
共

有
や

課
題

の
進

め
方

に

つ
い

て
定

め
た

も
の

地
域

住
民

等
と

の
外

部
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
た

め
の

方
法

を
定

め
た

も
の

防
火

管
理

に
係

る
諸

施
策

を
展

開
す

る
た

め
に

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
定

め
た

も
の

能
力

開
発

規
程

東
海

総
合

研
修

セ
ン

タ
ー

運
営

要
領

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム

研
修

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

つ

い
て

定
め

た
も

の

東
海

総
合

研
修

セ
ン

タ
ー

研
修

業
務

要
領

研
修

セ
ン

タ
ー

の
研

修
の

進
め

方
等

に
つ

い
て

定
め

た
も

の
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0
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